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野
母
崎
地
区
海
岸
活
用
計
画
に
お
け
る

田
の
子
地
区
、
脇
岬
地
区
に
つ
い
て
は
、
国

道
4
9
9
号
の
整
備
が
終
了
す
る
平
成
28
年

度
ま
で
の
完

成
を
目
指
し

て
事
業
展
開

を
図
る
べ
き

と
思
う
が
、

見
解
を
伺
い

た
い
。

	

野
母
崎

地
区
海
岸
活

用
計
画
は
、
野
母
崎
地
区
の
大
き
な
魅
力
で

あ
る
海
岸
線
を
活
用
し
、
観
光
客
を
初
め
地

域
を
訪
れ
る
方
に
野
母
崎
地
区
全
体
を
回
遊

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
に
ぎ
わ
い
を
創

出
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
地
域
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
22
年
度

に
策
定
さ
れ
た
。
現
在
、
地
区
の
玄
関
口
に

当
た
る
高
浜
海
岸
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
が
、

田
の
子
海
岸
及
び
脇
岬
海
岸
に
つ
い
て
は
、

国
道
4
9
9
号
が
整
備
さ
れ
る
と
野
母
崎
地

区
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
よ
く
な
る
こ
と
も
念
頭

に
置
き
な
が
ら
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
さ
な
い

よ
う
海
岸
活
用
計
画
を
着
実
に
進
め
て
い
き

た
い
。

	

新
た
な
観
光
政
策
と
し
て
、
瀬
戸
内
国

際
芸
術
祭
の
よ
う
な
、
国
際
的
な
芸
術
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
す
る
考
え
は
な
い
か
。

	

本
市
に
お
け
る
芸
術
文
化
の
振
興
に
つ

い
て
は
、
市
民
が
音
楽
や
美
術
な
ど
の
質
の

高
い
芸
術
文
化
に
身
近
に
触
れ
、
心
豊
か
な

生
活
を
実
感
す
る
機
会
を
創
出
す
る
と
と
も

に
、
市
民
の
主
体
的
な
芸
術
文
化
活
動
が
活

性
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い
る
。

心
の
豊
か
さ
や
つ
な
が
り
の
大
切
さ
が
見
直

さ
れ
て
い
る
今
、
芸
術
文
化
の
推
進
に
よ
る

観
光
客
誘
致
と
い
っ
た
視
点
は
重
要
と
思
わ

れ
る
の
で
、
他
都
市
の
事
例
等
も
参
考
に
し

な
が
ら
、
市
民
や
観
光
客
の
皆
様
の
心
に
残

る
よ
う
な
長
崎
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
魅
力
を

発
信
で
き
る
、
文
化
と
観
光
が
融
合
し
た
施

策
の
推
進
に
取
り
組
み
た
い
。
ご
質
問
の
長

崎
国
際
平
和
芸
術
祭
に
つ
い
て
は
、
内
容
及

び
財
源
の
問
題
も
含
め
て
、
被
爆
70
周
年
事

業
の
取
り
組
み
の
中
で
検
討
し
た
い
。

	

本
市
で
は
職
員
の
不
祥
事
が
多
発
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
危
機
的
状
況
と
捉
え
、
今

後
の
取
り
組
み
に
対
す
る
覚
悟
の
ほ
ど
を
伺

い
た
い
。

	

再
び
こ
の
よ
う
な
事
件
が
発
生
し
、
市

民
の
皆
様
の
信
頼
を
裏
切
る
結
果
と
な
り
、

改
め
て
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
再
発
防
止
策
と
し
て
、
組
織
と
し
て
は
、

仕
組
み
の
見
直
し
や
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
強
化
、

個
人
に
対
し
て
は
、
公
務
員
倫
理
等
の
研
修

や
不
祥
事
の
事
例
に
つ
い
て
、
原
因
や
防
止

策
を
職
場
で
話
し
合
う
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー

の
実
施
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
年
に
1
回

服
務
の
宣
誓
書
を
読
み
上
げ
さ
せ
る
取
り
組

み
や
、
職
員
健
康
相
談
室
に
新
た
に
相
談
員

2
名
を
配
置
し
、
職
員
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
対
応
で
き
る
体
制
の
拡
充
を
図
っ
て
き
た
。

今
後
と
も
職
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
活
性
化
な
ど
、
職
場
の
環
境
づ
く
り
を
さ

ら
に
進
め
、
再
発
防
止
に
努
め
た
い
。

	

本
年
4
月
施
行
の
「
障
害
者
優
先
調
達

推
進
法
」
に
よ
り
障
害
者
就
労
施
設
等
か
ら

の
物
品
等
の
優
先
調
達
の
方
針
が
示
さ
れ
た

が
、
福
祉
就
労
障
害
者
の
工
賃
ア
ッ
プ
の
た

め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

	

平
成
25
年
度
の
本
市
の
調
達
方
針
を
作

成
し
、
現
在
、
公
表
の
準
備
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
障
害
者
の
店
「
は

あ
と
屋
」
加
盟
事
業
所
間
の
連
携
強
化
・
効

率
的
な
運
営
を
図
る
た
め
協
議
会
を
本
年
4

月
に
立
ち
上
げ
た
。
今
後
は
、
同
協
議
会
を
、

こ
れ
を
構
成
す
る
市
内
の
障
害
者
支
援
施
設

等
と
同
様
に
、
随
意
契
約
に
よ
る
発
注
が
可

能
な
者
と
し
、
大
量
受
注
等
に
も
対
応
し
得

る
共
同
受
注
体
制
を
確
立
し
た
い
。
さ
ら
に
、

他
都
市
の
事
例
等
を
参
考
に
、
小
型
家
電
リ

サ
イ
ク
ル
事
業
に
お
け
る
再
資
源
化
に
係
る

作
業
の
一
部
を
障
害
者
支
援
施
設
等
が
担
う

可
能
性
を

含
め
、
新

た
な
業
務

等
の
創
出

に
積
極
的

に
取
り
組

み
、
工
賃
ア
ッ
プ
を
図
り
た
い
。

	

城
山
小
学
校
被
爆
校
舎
を
含
む
被
爆
遺

構
4
件
が
「
長
崎
原
爆
遺
跡
」
と
し
て
正
式

に
国
の
文
化
財
に
登
録
さ
れ
た
が
、
今
後
、

指
定
文
化
財
に
す
る
た
め
に
ど
う
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

	

今
回
登
録
さ
れ
た
被
爆
遺
構
は
、
日
本

の
歴
史
を
理
解
し
、
被
爆
の
実
相
を
後
世
に

伝
え
て
い
く
上
で
、
極
め
て
重
要
な
資
産
で

あ
る
た
め
、
指
定
文
化
財
を
目
指
し
た
い
。

指
定
文
化
財
は
、
史
跡
、
名
勝
、
天
然
記
念
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野
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崎
地
区
海
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活
用
計
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進

▲田の子地区

▲ベルナード観光通り
　にある「はあと屋」


